
糖尿病とアドボカシーについて 

アドボカシーという言葉を見聞きしたことはありませんか？ 

「権利擁護」や「代弁」という意味で、当事者の声を聴き、意見や考えを表明できるように

サポートしたり、その人の価値観や信念に最も近い決定ができるように支援したりするこ

とをアドボカシー活動と言います。 

日本糖尿病学会と日本糖尿病協会は 2019年にアドボカシー委員会を発足し、糖尿病を理由に

不利益を被ることがなく、治療の継続により糖尿病のない人と変わらない生活を送ることができる

社会環境の構築を目指したアドボカシー活動に力を入れています。 

 

 

インスリンが発見されてから１００年経

ち、糖尿病は「生きるか死ぬか」の病ではな

く、治療を継続すれば健康な人と変わらな

い人生を全うすることができる「ともに生

きる病」へと変遷しました。 

しかしながら、「糖尿病」というとマイナ

スイメージをもたれると感じた経験はあり

ませんか？ 

 

こうした糖尿病に起因して社会的から受ける差別や偏見をスティグマと言います。スティグマを放

置すると、治療行動が困難になったり、自尊感情が低下したりするケースもあります。人生の質を大き

く左右する問題であり、看過することはできません。 

         

 

当院は、Hba1c７％未満（合併症予防のための目標値）で治療を継続していくこ

とを目指しています（高齢者・妊娠例を除く）。注射が打ちにくいならば内服治療に

切り替えるなど、選択肢を提示しつつサポート体制なども考慮して、お一人お一人

に合わせた治療目標を設定しています。 

お困りのことがあればぜひ、ご相談ください 

 

「職場や家族に糖尿病で         

あることを言えない」 

「注射しているところを         

見られないようにしている」 

「不摂生、自己管理が           

できないなどと思われる」 

「低血糖を考慮して旅行や行事に     

参加できなかった」 

「療費を払うため、収入が得られる職

業を選んだ」 
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糖尿病のない人と変わらない人生 

健康な人と変わらない 

寿命の確保 

糖尿病合併症 

糖尿病細小血管合併症                     

（網膜症・腎症・神経障害）                    

および                                

動脈硬化性疾患                         

（虚血性心疾患、脳血管障害、  

末梢動脈疾患） 

の発症、進展の阻止 

血糖・血圧・脂質代謝の良好なコントロール状態と 

適正体重の維持・禁煙の順守 

スティグマ 

社会的不利益 

差別の除去 

高齢化などで増加

する併存症（認知症

サルコペニア、   

フレイル、悪性腫瘍  

など）の予防 

学会・協会による

アドボカシー活動 


